






Interaction of Amylose with Hydrocarbon chain 
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Amylose B (タタタ 16，∞0)
Amylose from Potato 1 (SIGMA) 




























































のメスシリ γダーに OctylSepharose CL-4Bを 6ml
ほど詰め， 4時間安定させるO うわずみを除いた後，
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mb:ゲルに結合した溶質のモル数
一(出)-(町一 h 九
















































ム(1.8x 23.5cm)に 0.05%Amylose溶液 2mlを流













した(図 1)。 γはA (Amylose) 1 g当りに結合した
SDSのモノレ数， Sは遊離型で存在する SDSのモル濃度




































日一lXlO-1 (M 1) 
図1 Amyloseと SDSの結合等温線




























2.76 X 103 
2.00 X 10-4 










































Cm-1 X 10-7 (M-l) 
γc (mC) 
pH12における OctylSepharose CL-4Bに













子量のものから1原に溶出された。しかし， Amylose A 
は尿素存在下における Veと等しい溶出容積を示し，
Octyl基との結合がないことを示している。 これは





























た。ェγ トロピ一変化量L1S0は式 L1FO=L1HOー TL1S0







dSO(e.u.) L1HO ( kcal/mole) L1FO (kcaljmole) KCM-l) 
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長反空デ| 400C 200C 10'C 
HzO 1. 68 1.18 O. 70 
1M E.U. 3.62 2.98 2.37 
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